
 

大型水槽移動直後のアカメ（図１２） 

今回の症例に対しての反省点をあげると以

下の点である。 

・早期発見ができなかった 

・薬品の入手が遅れた 

この反省点を今後に生かし、さらなるアカ

メの安定的な飼育を確立していきたい。 

��� 飼育マ��ア�の��・�� 

 今回の症例が年末年始に起こったため取り 

掛かりが遅れている。今年度までには仕上げ 

たい。 

最後に今回の視察研修にあたり、快く承諾

してくださった四万十川学遊館あきついお様、

アカメの治療について相談に乗ってください

ました桂浜水族館様、エラムシの同定とアカ

メの治療に関して助言を下さった宮崎県水産

試験場の寺山氏・南氏にこの場を借りてあら

ためてお礼を申し上げたい。 
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〔図書〕 （計１件） 

①大塚高雄，杉村光俊，野村彩恵,『四万十川

の魚図鑑』ミナミヤンマクラブ 2010 
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研究成�の�要：博物館に溢れる解説パネルやキャプションなどの表示物は、展示物そのもの

と同様な重要性がある。表示物には様々な要素があり、展示を通して伝えたいメッセージに併せ、

各要素の慎重な検討を行うことで来館者の満足感を引き出すことができる。 

  

１�研究の�� 

文化施設は技術・文化・歴史・自然科学に

関する知識の普及という目的・機能を持つ。

その為、各施設は文献や装置、動植物を展示

しているが、閲覧者の理解を深め関心を高め

るために、展示物を助ける役割としてキャプ

ションや解説パネルと呼ばれるような様々な

表示物が併せて設置されている。 

   

２�研究目的 

 当館でも多様な展示物に合わせて、様々な

表示物を作成し設置している。 

だが、既存のものを継続して使用したり、

一部改訂したりと、日常的である故に、抜本

的な改善に取り組みづらい業務でもある。 

 そこで本研究では、文化施設利用者にとっ

て有益な表示物はどのようなものかを整理し、

的確な制作と設置について検討する。 

 

��研究の�法 

 まず当館の利用者層について考察し、閲覧

の傾向について考察する。次に展示手法に関

する文献から応用できる点を整理する。 

 当館の利用状況や性質を中心に研究を展開

するが、当協会内の他施設においても活用で

きる内容を目指す。 

 なお本稿では大淀川学習館を、地域河川に

関する動植物や地域民俗について学習する

「河川博物館」と捉え、博物館施設に関する

諸調査、諸研究から示唆を得るものとする。 

４�研究成� 

(1)利用者の傾向 

 当館の調査では利用者の８４％が「家族で

の来館」で施設を利用している。当館と性質

の似た施設の滋賀県の琵琶湖博物館でも家族

同伴の割合は７７％と同様の状況である1)。 

 利用者にとって家族という単位での利用が

高い点を見れば、当然「家族での来館」を想

定して表示物を作成することが重要である。 

イギリスの施設で行われた「家族はどのよ

うに展示を見ているか」という調査では、施

設全体の利用時間は２１分間で、２９の展示

施設がある中で、一つの展示装置に費やす時

間は平均４４秒であった2)。 

フォークは調査の中で、家族連れの時間配

分を次のように区分している2)。

 

図１：家族の閲覧時間配分 

  

����：オリエンテーション。 
博物館の環境に慣れ親しむ。3～10分 

����：熱心に展示を見る。 
集中して展示を見学、利用する。25分～30分 
����：ぶらぶらと展示を見学。 

展示をざっと見る。30分～40分 
����：帰る準備。 
ショップやクローク、トイレに行く。5～10分 
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博物館コンサルタントのマクメイナスは、

彼らを「博物館を探し回る狩猟・採集者集団」

だと表現する3)。 

まず家族は、親が展示室を決定するが、そ

の後の探求や情報収集は全員で行う。次の展

示室が決まれば意識的にお互いが距離を置い

て見学するが、今度は子どもが家族をリード

し始める。面白いものが見つかると、それぞ

れが家族に情報を伝達する。子どもから親に

情報が知らされると、親は説明を加えて反応

するが、子どもは親が伝えてきた情報につい

てあまりコメントしない。リラックスした家

族単位のまとまりが、博物館での探求作業成

功に繋がっているとも述べている。 

 こうした調査を受けてイギリスの研究者コ

ールトンは次のように家族連れの来館者につ

いて述べている3)。 

図２：コールトンの家族来館者分析 

 

以上のような点はアジアでも同じ傾向とし

て見られたとコールトンは述べている3)。  

 こうした家族連れ、育児を行う世代の保護

者にはどのようなニーズがあるのか。 

 第一生命経済研究所が行った「育児世代の

美術館・博物館の利用実態」によれば、「科

学博物館によく行く」と回答した保護者が、

その理由として挙げたものは、 

1位：子どもでも楽しめる 88.6% 

2位：子どもの教育の為になる 71.9% 

3位：展示物が面白い 65.3% 

4位：解説が充実・わかりやすい 22.2% 

という回答であった4)。 

  

以上のような調査研究を踏まえて、当館の

主な利用者層である「家族連れ」に向けての

表示物の要件は以下のようになる。 

①集中力を持った閲覧の時間は短いため、簡

潔でシンプルな内容で伝えること。 

②保護者も展示物を楽しめるよう、両者をフ

ォローできる内容であること。 

③来館は完全な教育の場というわけでは無く、

余暇や、家族のコミュニケーションという意

味合いを含むため、彼らの対話を引き出し楽

しく充実した時間を演出できること。 

④かつ保護者の期待に応え、充実していてわ

かりやすい、子どもたちの教育に寄与できる

ものであること。 

 このような要件を元に表示物の作成・設置

手法について検討したい。  

 

(2)表示物の機能と構成要素 

 博物館などにおいて、展示物に対し表示物

はどのような機能を果たしているのか。 

展示に合わせ設置される表示物については、

「解説板」・「ラベル」・「キャプション」

と様々な呼び方がされている。それら以外に

も、企画展の看板や案内板なども含めると、

実に多様な表示物が施設には存在する。 

 長崎歴史文化博物館長の大堀哲、はこれら

を「解説パネル」と総称して「展示のタイト

①家族連れで博物館へ行くのは普段の生活の延長で
あり、家族の絆を強める機会。 
②来館目的や計画は家族独自であっても、共通した

目的は娯楽と教育を兼ねたインフォーマルな環境で
の学習。 
③欧米では博物館の種類に関係なく、家族連れは共

通したパターンを示す。 
④家族連れの行動はウィンドーショッピングに似て
おり、面白い展示が見つかるまでは、ぶらぶらと見

て回る。 
⑤親が展示室を決定しても展示装置を選ぶのはたい
てい子どもである。 

⑥大部分の家族連れは、ハンズ・オン展示を利用す
る前に解説ラベルを読まない。 
⑦子どもの方が実際に展示装置を利用し、大人の方

が解説ラベルを読む。 
⑧展示の種類や来館してからの経過時間によって、
行動や学習の仕方が変わる。 

ル、サブタイトル、キャプション（解説文を

含む）という構造で構成され、観覧者と展示

物との間をとりもつことを目的に作成される

もの」とした5)。 

 先に来館は家族のコミュニケーションの場

であると述べたが「観覧者と展示物との間を

とりもつ」とされるように、館内は展示物と

利用者間でも同様にコミュニケーションが図

られる空間といえる。 

 展示デザイナーであるマックリーンは「展

示は、展示をつくる側と観覧者の間で、考え

方や情報、雰囲気や価値などを伝え合うコミ

ュニケーション・メディアである」と述べて

いる。また同著の中で展示ディベロッパーの

ランドの言葉を借り「解説ラベルは展示会が

語りかける『声』なのである」とも述べてい

る。展示物が発する声が組織（館）の言葉と

なり、組織と観覧者の親密な関係性を築くと

いうのである6)。 

 このような観点から見ると展示物からのメ

ッセージを伝え、見る側とのコミュニケーシ

ョンを中継する表示物は、非常に重要な機能

を果たしているといえる。 

 

次に、表示物の要素として「テキスト」と

「グラフィック」について考察する。 

①テキスト 

 私たちが解説板を見るときに「読む」と形

容することから分かるとおり、表示物にとっ

て文字情報は非常に重要である。 

 大堀は著作において「展示の解説文は『博

物館の言葉』となるといっても過言ではない」

と述べて下記のようにキャプションを通した

文字情報の提供と、その配慮について分析し

ている7)。 

表示物を大別すると以下の３種である。 

 

図３：表示物の種類 

 

テキストでは、書いた職員と観覧者の相互

伝達性が生まれ、直接顔を合わせなくとも親

しみのあるコミュニケーション関係がつくら

れる可能性がある。その良好な関係性が、再

度の来館に繋がる可能性も高い。 

 大堀はここでは「見やすさと読みやすさ」

の２つのポイントがあると述べている7)。 

 この「見やすさ」は、活字の種類や大きさ、

縦書きと横書き、かなと漢字などといった形

態的側面によるものである。 

「読みやすいデザイン」としてマックリー

ンは、「解説パネルをデザインするとき、大

きく６つの要素を考慮する必要がある。書

体・文字の大きさ、文字やパネルの色、行の

長さ、文字の間隔、パネルの素材と制作、で

ある」と述べている8)。 

 「読みやすさ」では、わかりやすい解説文

をどのように制作するかが重要である。 

大堀は、専門的な知識を有する観覧者を意

識した文章は、専門的でない観覧者を無視す

ることになるとして、「専門家ではない観覧

者に視点をおき、簡潔・平易、わかりやすい

解説文作成に配慮しなければならないことは

明白である」と述べている。また文章を理解

展示室に入る観覧者が、まず目に入る情報はタイト
ルである。タイトルとサブタイトルの区別を明確に

し、文字を大きく、完結で印象を強くする工夫が必
要。 

タイトルをより具体化、明確化したキャッチコピー
ともいえるもの。見出しにあたる機能があり、展示
の主要なトピックやポイントを、明確に来館者に伝

える。やはり簡潔であり、タイトルよりもポイント
数を落とし、短い文字数にまとめる。 

一般に展示資料の名称・素材・分類・年代など、基
本的な情報を観覧者に表示するとともに、資料の内
容を簡潔に解説する文章を記す。題簽（題箋）、ラ

ベルとも呼ばれる。観覧者と資料を直接つなぐ文字
情報
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し、文字を大きく、完結で印象を強くする工夫が必
要。 

タイトルをより具体化、明確化したキャッチコピー
ともいえるもの。見出しにあたる機能があり、展示
の主要なトピックやポイントを、明確に来館者に伝

える。やはり簡潔であり、タイトルよりもポイント
数を落とし、短い文字数にまとめる。 
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しやすくするため、語彙の種類や量、文と文

の関係などが重要になるとしている7)。 

 このような点に配慮すると書体の選択や配

色にも一定の指針が求められてくる。 

 テキストの中で大部分を占める本文には、

可読性がよく、長く読んでも疲れない、細め

の明朝体やゴシック体が適している。明朝体

ではオーソドックスな読み物となり、ゴシッ

ク体ではカジュアルな印象が出る9)。 

 見出し類には太めの明朝体やゴシック体が

使われる。小見出しでは細めから中太のゴシ

ック体が、中見出しと大見出しには太めの明

朝体、ゴシック体が適している9)。 

 そのほかデザイン書体・ディスプレイ系書

体を使用すればポップな印象を演出でき、風

格や伝統的なイメージを出すには楷書体や行

書体、隷書体というように、展示のＴＰＯに

合わせた選択が必要である9)。 

図４：フォントの使用例 

色の組み合わせ、「配色」によっても文字

や図がはっきりと見え、その逆も発生する。

それは明度（色の明るさ）の対比で決まり、

色の「視認性」の高さを左右している。注意

喚起や順路の指定をする表示物には、視認性

の高い配色が使用される。例えば黒と黄色は

最も視認性の高い配色とされ、交通標識など

に使われている。配色によって来館者の目を

引くことができるのだ。 

 また色には「誘目性」という指標があり、

この誘目性が高い色は、黒や白では無く、寒

色より暖色、彩度（色の鮮やかさ）が高い色

が、最も注目されやすい色とされ、それは赤

である。例えば解説文の重要なキーワードに

赤を使用するのは、常識となっている10)。 

 色には心理的な効果もある。人間は色の明

るさで軽重感や重厚感を感じ、鮮やかさで派

手と地味、興奮と沈静というように、色と感

情や印象が結びつく場合がある11)。 

 そのほかコーポレートカラーという概念も

ある。企業等の組織を象徴する色のことであ

り、イメージやコンセプト、理念を対外的、

社内的にわかりやすく伝達する役割がある。

ロゴやパッケージ、広告などに共通して展開

される。博物館においてもこうしたコーポレ

ートカラーを導入することで、一貫性と安定

感を持ったメッセージの発信ができる12)。 

 このように配色による視覚現象の力を借り

ることで、来館者の理解を高め、注目してほ

しい点への誘導が可能であり、展示を通した

メッセージの伝達をより効率的に達成するこ

とができる。 

  

コールトンは展示における文章の役割とし

て以下のように述べている13)。 

 家族連れは家族行事として来館しており、

説明文の一部を会話に取り入れている。この

ように説明文を断片的に用いていることを考

えると、構成が明確で家族の会話が弾むよう

なシンプルな会話体の説明文が必要である。 

展示全体には博物館が来館者に一番伝えた

いメインメッセージ、概念がある。そのメッ

セージを補強するためには、施設が最も重点

を置くメッセージ、次に伝えたらよい、最後

にできれば伝えたいものというように順番を

整理して説明文を構成しなければならない。 

 また、子どもが理解しやすい文章とは、短

く、専門用語を使わず、要点が厳選され、大

きくてシンプルな書体を使ったものがよいと

もコールトンは述べている。 

また一番重要なのは、実際に子どもに読ん

でもらって、文章の評価を得るということだ

とも述べている。 

  

文章と共に重要なのがグラフィックである。

展示物の理解を助け、文字の読めない幼児や、

外国からの来館者も理解ができる。 

 グラフィックには、「場所やテーマを作り

出す」「雰囲気を作り出す」「展示の伝える

メッセージを強調する」「展示やサービスに

ついて説明する」という目的がある14)。 

 施設のグラフィックにおいては「ピクトグ

ラム」と呼ばれるツールを多用している。 

 これは「絵文字」や「絵単語」と呼ばれる

物で、公共のサインとなるトイレやエレベー

ターの図示、携帯電話の禁止を伝える禁止サ

イン、順路を示す矢印などである15)。 

図５：ピクトグラムの例 

 

 こうしたピクトグラムでは情報を視覚的に

単純化することで、素早く、幅広く情報を伝

達することができる。とともに、目にする情

報量を減らすことで、本来伝えたいメッセー

ジを効率的に来館者に伝えることができる。 

 しかし注意すべきは、視覚情報は、同時に

理解を阻害することにも繋がることだ。 

 例えば展示物や掲示物の設置において、水

平を守って設置し、破損があった場合は速や

かに修繕することという原則がある。これは

そうしたものの歪みや破損が、伝えるべき情

報の存在を薄めてしまう恐れがあるからと考

えられる。「企画展の案内」という情報を伝

えたいのに「壁にいびつに貼ってあるポスタ

ー」という情報が加わることで、メッセージ

が弱まる。 

 

 

 

 

 

図６：歪みがもたらす余計な情報16) 

 

また本来の意味と異なるメッセージを示し

たり、誤解を受けたりする可能性があるグラ

フィックは、誤った理解や余分な情報伝達に

繋がる為、注意が必要である。 

 

(3)結論 

来館者の考察において、展示解説等の表示

物はあまり読まれていないと述べた。だが研

究の結果、博物館が発信するメッセージを伝

達する際、「今は読まれていない」表示物に

も重要な役割があることが判明した。 

 来館者にとって難解で煩雑に感じられる表

示物も、これまで述べてきたような点を改善

することで、来館者にとって「読まれる」表

示物へと転換できると考えられる。 

表示物によって当館の主たる来館者である

家族連れの対話を引き出し、充実した余暇体

験とコミュニケーションの場として施設を捉

えてもらうことで、満足度の向上や来館者の

増加に繋がる。その為には日常の来館者への

ヒアリングや観察が必要である。 

最後に今後の研究の展望として、色の見え

方が一般の人と異なる人にも配慮した表示物

のカラーユニバーサルデザインや、表示物改
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しやすくするため、語彙の種類や量、文と文
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 このように配色による視覚現象の力を借り

ることで、来館者の理解を高め、注目してほ

しい点への誘導が可能であり、展示を通した

メッセージの伝達をより効率的に達成するこ
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にできれば伝えたいものというように順番を

整理して説明文を構成しなければならない。 

 また、子どもが理解しやすい文章とは、短

く、専門用語を使わず、要点が厳選され、大

きくてシンプルな書体を使ったものがよいと
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また一番重要なのは、実際に子どもに読ん

でもらって、文章の評価を得るということだ
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文章と共に重要なのがグラフィックである。

展示物の理解を助け、文字の読めない幼児や、
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ターの図示、携帯電話の禁止を伝える禁止サ

イン、順路を示す矢印などである15)。 

図５：ピクトグラムの例 

 

 こうしたピクトグラムでは情報を視覚的に

単純化することで、素早く、幅広く情報を伝

達することができる。とともに、目にする情

報量を減らすことで、本来伝えたいメッセー

ジを効率的に来館者に伝えることができる。 

 しかし注意すべきは、視覚情報は、同時に

理解を阻害することにも繋がることだ。 

 例えば展示物や掲示物の設置において、水

平を守って設置し、破損があった場合は速や

かに修繕することという原則がある。これは

そうしたものの歪みや破損が、伝えるべき情

報の存在を薄めてしまう恐れがあるからと考

えられる。「企画展の案内」という情報を伝

えたいのに「壁にいびつに貼ってあるポスタ

ー」という情報が加わることで、メッセージ

が弱まる。 

 

 

 

 

 

図６：歪みがもたらす余計な情報16) 

 

また本来の意味と異なるメッセージを示し

たり、誤解を受けたりする可能性があるグラ

フィックは、誤った理解や余分な情報伝達に
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究の結果、博物館が発信するメッセージを伝
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も重要な役割があることが判明した。 

 来館者にとって難解で煩雑に感じられる表

示物も、これまで述べてきたような点を改善

することで、来館者にとって「読まれる」表

示物へと転換できると考えられる。 

表示物によって当館の主たる来館者である
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善の為の効果的な評価手法なども有意義な研

究分野となることに触れ、本論を終える。 
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��成果の�要�宮崎市民プラザにおける有効な広報手段を検討し、最も広報効果の高い館内

を中心に広報計画を実施することで、市民プラザの利用促進、自主事業の入場者増加へとつなげ

ていく。 

 

��宮崎市民プラザにおける広報の�� 

 宮崎市民プラザは、「集い、学び、交流」のコン

セプトに表されるように、通常の公共文化施設の

文化振興という役割に加え、コミュニティ活動の

活性化や促進といった従来の文化施設にない機能

を持っている。当館における広報とは、こうした

施設の行政目的を念頭に置く必要があり、単にモ

ノを売ることを目的とする一般的な広告とは、本

質的に異なるべきものである。それは、指定管理

者である当協会の方針にもあるように、自主事業

という活動を通して、公益を増進していくことが

最大の目的であり、単純な収益性のみを目的とし

たものではないからである。 

当館における広報は、簡単に言うのならば「一

枚でも多く売る」ことを目的とするのではなく、

「これまでより一枚だけ多く買ってもらう」こと

を目的とするべきである。  

 

言い換えるならば、多量の費用をかけ周知徹底

を行っていく「広告」ではなく、文化的な市民層

の開拓と育成を行いつつ、公益的な事業を知って

もらうことで更なる文化的な活動の参加につなげ

ていくという「広報」を行っていくべきなのであ

る。当館における広報とは、こうした理念の元に

計画を策定し、「チケットの売れる環境づくり」を

整備していくことにある。 

 

 

２�環境づくりと認知コスト 

 環境づくりを進めるにあたって、その広報対象

である人間の「認識」に着目すると、元来保守的

な傾向にあると言われている。それは、人間の脳

がチンパンジーの４倍の重さがあるのに対し、供

給される血液量はチンパンジーの２倍程度しかな

いという慢性的なエネルギー不足状態に起因した、

いわゆる省エネ傾向＝極力エネルギーを消費する

ようなものを避ける傾向にあるからだとも言われ

ている。事象を承認するために必要とされる脳内

エネルギーは一般的に「認知コスト」と呼ばれて

いるが、新しい価値を受容し承認した結果のバラ

ンスが取れない時、つまり消費した認知コストに

結果が伴わない時に強いストレスを感じるとされ

ている。人間は、こうしたストレスを回避するた

めに、新しい価値を受容すること自体を極力回避

しようとする、「保守的な傾向」にあり、分かりや

すく、一目瞭然なデザインを好むのは「認知コス

ト」が低いものを好むからだとも言い換えられる。 

市民プラザで行われる多数の自主事業の多くは、

その場（舞台）でしか体験できない「無形のサー

ビス」であり、認知コストという点で考えると、

非常に不確かで分かりにくい「避けたくなる」も

のであると言えるだろう。チラシづくりから、関

連企画の実施、さらには劇場や俳優、アーティス

トや劇団のブランドといったものは、「認知コスト」

の軽減化を図るための工夫と言い換えることもで
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